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研究成果の概要（和文）：　高齢者の行動パターンについて、活動量、位置を収集するウェアラブルデバイスを開発し
、高齢者の行動のモニタリングを行ったところ、多くの高齢者が生活の中で「生きがい」を得るため行動を実践し、そ
のときの身体活動量が増大していることが分かった。このような行動の形態は様々であるが、行動実践による充実度の
要因にとして交流することやSOCのスコアがあることがアンケート調査により示された。さらに、認知機能低下に関連
する生活行動項目として「運動」「閉じこもり」があり、屋内空間に特徴的な定周波騒音により脳機能活性に影響があ
ることが示され、上記の行動が介護予防に有効な可能性があることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：　Wearable device for sampling behavior information (Physical activity, location, 
etc.) of elderly person was developed and elderly person’s behaviors were monitored. Many elderly 
persons put into action for getting “a reason for living” and their physical activity amount was 
increased during the activity. It was showed that human interaction and SOC were factors for getting a 
sense of fulfillment by the activity. Moreover, the relation between living behavior items “exercise” 
and “staying indoors” and decline in cognitive function, and the influence of sound that has constant 
frequency to brain function activity were shown. Then the probability of effect of the elderly person’s 
activity mentioned above to care prevention was suggested.

研究分野：環境生理学、移動体センシング
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１．研究開始当初の背景 
日本の 65 歳以上の高齢者人口は、増加の
一途を辿っているが、近年は、75 歳以上の
後期高齢者が急増し、要介護者も増加してい
る。高齢者介護において、被介護者が寝たき
りの場合や、認知症である場合は、介護負担
が増大し、高齢者の QOL (Quality of Life)[1]
も低下する。高齢者が健康を維持し、長寿で
あるためには、他者依存度を低下させ、活気
ある生活の場を設ける取り組みをすること
が重要である[2]。認知症の要介護高齢者は多
いが、これらの疾患は脳に起因するものであ
り、脳を活性化することにより、多くの高齢
者は健康を維持し QOL を高めることができ
ると考えられる。 
近年、ストレス下でも健康を保つ能力を表
す SOC (Sense of Coherence)が注目されて
いる。SOCは well-being や生活満足度と正
の相関があると報告され、QOL との間にも
有意な正の相関があると認められている[3]。
また、高齢者は、自由目的の外出が多いほど
生活の満足度が高いことも報告されている
[4]。日常生活の行動パターンや身を置く環境
により、脳が活性化され、生活満足度が高め
られると仮定すると、高齢者に対する適度な
脳の活性化を促す行動パターンや生活環境
の提案が、介護予防に繋がると考えられる。 
 
２．研究の目的 
（1）高齢者の行動 
本研究において、高齢者の脳を活性化させ
る、日常生活空間での環境刺激と行動を特定
することを目標とする。高齢者の日常におけ
る屋内外の行動、生理情報及び周囲の環境情
報において、移動体センシング手法で把握で
きる行動を明らかにし、特徴的な行動や環境
情報を把握する。 

 
（2）高齢者の行動と脳機能 
高齢者の行動の特徴に基づいた、人毎、場
所毎の脳活性状態について分析する。脳活性
化に有効な環境刺激と行動パターンについ
て、複数の尺度から評価をすることにより、
介護予防に繋がる生活空間や行動を個別に
提案することを目標に、介護予防に関連する
行動及び環境因子の調査を行う。 
 
３．研究の方法 
（1）高齢者の行動把握 
 高齢者の日常行動を把握するために、8 人
の高齢者の協力を得て、2 週間分の行動日記
（主な行動とその時刻を記した日記）とモバ
イルセンサを用いて活動量と位置情報を取
得した。 
 また、この行動把握のためにGPSと無線LAN
アクセスポイントを利用した RSS（Received 
signal strength）による屋内外シームレス
測位ツールを作成した。 
 
（2）高齢者の行動とその意味 

 上記で特徴を把握した高齢者の行動「生き
がいとしての大切にしている活動」の継続願
望の要因に焦点を当て、383 人（40-64 歳 193
人、65 歳以上 150 人）の協力を得て、SOC 及
び「大切にしている活動」について、活動に
対する印象や取り組み方に関する質問のア
ンケートを行い、共分散構造分析により解析
した。 
 
（3）高齢者の行動と脳機能 
 高齢者の生活行動と軽度認知障害 (MCI)
の可能性との関連をみるため、基本チェック
リストと認知機能検査(ファイブ・コグ検査)
を在宅高齢者 130 名に実施し，認知機能低下
の有無により 2群に分け，基本チェックリス
ト項目における有意差をみた．  
また、高齢者の行動範囲における生活環境
情報と脳機能活性に関係を調べるため、環境
音に注目し、定周波成分を含む音と含まない
音を聴取したときの脳機能に関し、脳波の計
測を行った。定周波成分を含む音として機械
騒音を含まない音として自然環境音を3分間
聴取し、そのときの被験者の後頭部脳波のα
2帯域パワーを比較した。さらに、定間隔（2 
Hz）刺激音とブランクを挟んだ定間隔刺激音
（1000 Hz）の聴取による前頭血流量の変化
を近赤外光スペクトロスコピにより測定し、
そのときの感覚受容状況を脳波事象関連電
位の測定によりみた。 
 
４．研究成果 
（1）高齢者の行動把握 
高齢者の行動記録情報より、ほとんどの協
力者において、特定の曜日に活動量が高くな
ることが分かった。日記と位置情報、及び時
間帯の活動量変化を参照し、活動量が高くな
る曜日に好きな活動を生きがいとして行っ
ていることが確認できた。 
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図１ 曜日毎の活動量の例 
 
行動把握に用いた屋内 RSS 測位について、
平均設置密度 0.003 基/m2でアクセスポイン
トが天井に配置された施設にで、通路におけ
るランダムに抽出したポイント100点におい
て，測位を行ったときの測位誤差の分布を図
2 に示す。この精度は、測位によりツール所
持者が施設内のどのスポット（休憩所や店）
にいるか区別できる精度である。 
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図 2 RSS 測位による屋内測位精度 

 
（2）高齢者の行動と SOC 
 高齢者の行動把握において特徴的な行動
と判断した「大切にしている活動」について、
「充実感」に影響を与える要因を探索したと
ころ、40-64 歳群において「メリット」から
「大切にしている活動の充実感」に影響を与
えることが確認でき、65 歳以上の群ではその
影響がさらに強いことが示された。 

 

図 3「大切にしている活動の充実感」に影響
を与える要因分析（65 歳以上） 
 
「大切にしている活動の充実感」の要因が
「メリット」因子から強く影響を受けて、「講
演会などで共通の友人が出来る」「技術を高
めることが出来る」項目がメリットの高さの
評価にあると 40-64 歳群では認められた。65
歳以上群では「大切にしている活動の充実
感」は「やっていて楽しい」項目に強く表れ
るといえ、要因は「メリット」から「チーム
で協力して競技する」への係数が高いことか
ら、メリットの評価は友人との協力の度合い
に強く影響を与えるといえる。また「メリッ
ト」と「SOC」、「人生・生活に対する前向き
な姿勢」は相関関係を持つことからこれらも
「大切にしている活動の充実感」に影響を与
えていることがわかる（図 3）。 
 
（3）高齢者の行動と脳機能 
 ファイブコグ検査による認知機能低下の
有無により，基本チェックリスト項目の｢運
動｣と「閉じこもり」において有意差がみら
れ、ロジスティック分析による基本チェック
リストの下位項目の差においては、「椅子に

座った状態から何もつかまらずに立ち上が
れますか」と「昨年と比べて外出回数が減っ
ていますか」が有意に選択された． 
 また、定周波を含む環境音（機械騒音）と
含まない環境音（自然環境音）の聴取による、
後頭部脳波α2 帯域パワーの変化を図 4 に示
す。α2 帯域パワーは、定周波を含む環境音
聴取停止後に増大し、定周波を含まない環境
音の聴取により 4人中 3人の聴取者において
増大していることがわかる。定間隔の連続刺
激音による前頭血流量の変化を図 5 に示す。
ブランクの挿入がない連続刺激音において
前頭血流量が低下する聴取者がいた。また、
このときの全ての聴取者において、ブランク
の挿入がない連続刺激音に対する脳波事象
関連電位 P50 の出現が消滅し、定間隔刺激音
により、感覚遮断が継続していることが確認
できた。 

機械騒音聴取 自然環境音聴取

 
図 4 環境音聴取時のα2帯域量の変化 
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図 5 定間隔連続刺激音聴取時の前頭血流量
変化の例 
 
（4）まとめ 
 定期的に仕事を持たない高齢者にとって
の日常生活における特徴的な行動として、決
まった曜日などに行う生きがいとして行っ
ている活動を特定した。この活動時は他の時
間帯と比較し身体活動量も多くなっている。
また、この活動で得る充実感の要因となる
「メリット」において人との交流が多く占め、
この項目はSOCスコアとも正の相関関係を持
つことが分かった。一方高齢者の日常行動に
おいて、認知機能低下に関連する行動として、
「運動」と「閉じこもり」が関係することが
示唆され、上記の身体活動量の増大と交流を
特徴とする「生きがいとしている活動」によ
り認知機能低下が予防できることも考えら
れる。また、脳機能活性と環境音の関係にお
いて、定周波音が特定脳機能の低下を引き起
こすことが示唆され、室内に閉じこもること
で近年増大している室内の生活機械騒音に
常時曝露することと認知機能低下の関係が
懸念される。この状態は外出や交流による会
話により回避可能であり、高齢者の行動によ



る充実要因とも関連する。高齢者の行動及び
その空間と脳機能への影響について、いくつ
かの視点で調査を行い、健康な高齢者に特徴
的な「生きがいとして行う活動」が介護予防
に有効に働いている可能性があることがわ
かり、今後、その活動継続要因の指標及び活
動環境と脳機能活性との関係を調査する手
がかりとする。 
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